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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 無線センサーネットワークにおけるデータの収集方法に対して、ネットワークの構造や伝達フロー
の取り方に対して斬新なアイデアにより新たな手法を構築している。さらに、従来手法より時間寿命
及び範囲寿命の両方を大きく改善することをシミュレーション実験で示しており、優れた結果を得て
いる。次に、収集したデータの蓄積に関して、ユーザに近いアクセスネットワークに多くのキャッシ
ュサーバをもつネットワークにおいて、サーバに効率良くセンサーデータをキャッシュすることによ
りデータアクセスコスト及びキャッシュサーバでのデータ管理コストを削減するヒューリステック
な手法を提案し、最適解との比較により得られた解の精度の評価も行っている。いずれも新たな手法
を開発した後、シミュレーション実験により丁寧に提案手法の評価を行っており、その研究成果の当
該研究分野への貢献は大きいといえる。以上により、博士論文としての十分な水準に達していると判
断する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月４日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
